
1995・96年 Jリーグサッカーにおける

インプレーとアウトオブプレーに関する研究

小林久幸

緒邑

1993年 5丹 15Bに開始された日本で初のプロサッカー Jリーグ1)は 1997年に 5年目を迎

え，この聞に数多くの観衆を魅了したことは言うまでもない。その特色は世界の各国・地域で

行われているリーグ戦方式とは異なり，第 1ステージ，第 2ステージによる年間 2シーズン

制のチャンピオンシップ決定戦， 93~95 年実施2-8) ， 96年は 1シーズン制8)9)，97年 2シー

ズン髄復活10~12)，各試合は延長サドンデス， Vゴールおよび PK方式の導入による引き分け

無しの勝敗の決養13)14)などである。また，従来の自本国内における他のプロスポーツにはみ

られないホームタウンを中心にした地域密著型12)13)抵の先駆けとなっている。さらに，選手

および監督などのスタップには国際化を反映してヨーロッパ，南米，アフリカ，アジアの各冨

の人々が参加16)し，自本人選手らとの連携プレーを毎試合観戦できる様は，まさに国際大会

の縮小版であるかのような錯覚に揺らせる。このような試合を取りしきる審判員も冨際レベル

の吾本人および外国人招蒋審判員14)17-24)であり，大観衆の前でフェアーなゲームを展開させ

ている。

フェアープレーを推進25)26)する国際サッカ一連盟 (FIFA)では，ルール改正および覚え書

き等を逐次世界各加盟の毘および地域協会に通達しているが，その中でも試合時間の消耗・浪

費いわゆる時間かせぎ25)27-32)を防ぐべく指導していることは層知の通与である。悪質なファ

ールの追放とロスタイムの発生を避けることは当黙のこととし，試合時間 90分の中でより密

度の高いプレーを展開するために，実質の試合時間，インプレ一時間をより多く確保せねばな

らないことは言うまでもないc このいわゆる時男かせぎ防止の改善策として， FIFAでは1995

年 6丹第 2@J女子 W 杯世界選手権スウェーデン莞擢で、マルチボール方式33)34)を試行し，その

後の国際大会でも見受けられ，日本でも 96年 Jリーグにこれを導入35)して改善をはかってい

る。

このように試合時間のうちインプレ一時間がいかに確保されているのか，そのためのアウト

オププレーの出現とその処理などに関する先進の研究は，女子サッカーでは大学女子36)，冨

際女子3741)，男子サッカーでは全国高校42-44)，天皇杯、45)，W 杯46)47)，アジア大会4むなどの

報告がある。今回は，従来の報告を踏まえ，さらにマルチボール方式の影響などこれら基礎的

な資料を 95年および96年 Jリーグの試合から得ょうとしたのでその一部を報告する。

- 135-



;去方11 

1996年 J1)ー(95 J) 10 fJU， 1)対象試合;無作為;こ抽出した 1995年 J1)ーグサッカー

これらはいずれも NHK帯星第 1で放(表 1)0(96 J) 10例の宗主計 20例としたグサッカー

映されたものである。

データ収集;試合を VTR録画し，再生した画面にフレームカウンタ FC-608を同調さ2) 

(種類)及び時間を計測し時間に換算してインプレー及びアウトオププレーの出現要医せ，

フリーキッ(TH入要因立.

(CK) 

スローインた。アウトオブプレーの出現要因の種類は，要菌 1. 

(GK) ，要因N. さらに

その他

その他 (OTH)

V-3. 警告 (C)，V-4. 退場 (80)，V -5. 選手交替 (8UB)， 

の 6種類を一括したむなお 収録された VTRのうち 1試合を 90分間として統一する

インジュリータイム

などとし，

V-6. 

コーナーキック

V-2. (GI) ， ゴールイン

ゴールキック

として V-1.

(FK) ，要因III.

要因 V.

(INJ) ， 

ク

(Oth) 

ために延長及びロスタイムを除いた48)。

アウトオブプレーの要員3)分者項目;インプレー及びアウトオププレ一時間とその比率。

アウトオププレーの時間区分割生起率などとしたc

果結i
 
l
 

l
 

別出現回数及び所要時間とその比率。

インプレーとアウトオブプレ一時間の比率1 

ロスタイムを除いた試合時間の前半 45分，後半 45分，全 90分のインプレーとアウトオブ

アウトオブプレ一時間は 37分 39秒の 41.8九であった。一

アウトオブプレ一時間は 35分 26

プレーの 1試合当り平均時間について表 1及び国 1よちみると， 95Jで辻インプレ一時間は

52分 21秒の 58.2%であ乃，

方， 96Jはインプレ一時間は 54分 34秒の 60.6%であり，

秒の 39.4号らであった。 96Jは 95Jに対してインプレ一時間の比率が 2.4%の大であり，逆

Percentage and Time of In-Play and Out-of-Play per Match 

In-Play Out-of-Play Lost 
τi艇

Time Continuous 
Time Ti艇 Time 

oCfla語ssaticfhication 。f舘 ch of舘 ch mln: 
mln:sec % sec n mln:sec %sec n sec 

95J 21R訂2 28:3S252.21 25.5 525 .5 18:2S i45.S 1I 7.5 64.9 7 S2 1・49
25:42 57.1 23.6 65.4 19:18 42.9 16.4 10. 02:21 

S白nin. 問。正 52:21 58.2 24.6 127.9 37:39 41.8 16.7 135.6 04:10 

96J 
m21mN5lZ T B 

28:05 62.4 26.8 62.8 16:55 37.6 15.8 64.2 01:03 
26:29 58.9 25.0 63.6 18:31 41.1 16.3 68.1 02:37 

9Omin. 54:34 60.6 25.9 126.4 35:26 39.4 16.1 132.3 03:40 

Table 1 

notes )百lesesamples were chos関 atrand恨 10伊舵sin 1995 J正AGUE( 95J ) and 
10伊 mesin 1996 J正AGむE( 96J ). 
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In-Play Out-of-Play 

58.2 ※※ 物 41.8物

9臼 i 60.6 ※※※ 協 39.4物
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Fig. 1 Percentage of In-Play and Out-of-
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Fig.2 Average Time of each In-
Play and Out-of-Play 

にアウトオブプレ一時間の比率は 2.49告の小であったが有意差はみられなかった。これを前・

後半別にみると，インプレ一時間では 95Jは57秒，さらに 96Jは1分 36秒と両大会とも

に前半に対して後半の減少であった。なお，インプレ一時間の比率はアウトオブプレ一時間の

比率に対して 95Jおよび96Jの両大会ともに有意 (pく0.01)に大であった。

インプレーの 1@l当りの持続時間を図 2よりみると， 95Jは24.6秒であり， 96J は25.9

秒であった。 96Jは95Jに対して1.3秒の大であったが有意差はみられなかった。インプレ

ーの 1田当りの持続時間を少しく詳掘にみると，最も多いのは 30秒未満 (95J: 71.0%， 96 

J: 70.2%) で 2/3 強を占め，次いで 30~60 秒 (95J: 20.7%， 96 J: 20.3%)であり，最

も少ないのは 60秒以上 (95J: 8.3%， 96J: 9.5%)であり，これら再大会は同じ様相であ

った。

アウトオププレーの 1匝当ちの所要時間では 95Jは 16.7秒であ句， 96Jは 16.1秒であっ

たo 96J は95Jに対して 0.6秒少なかったが春意差はみられなかった。

2 アウトオブプレーの要因別回数および時間の生起率

1試合当りのアウトオププレーの要因別出現因数について表2および図 3よりみると，最も

Table 2 Factor of Out-of-Play per Match and its Occurred Percentage 

E E IV V V 01H 

Cla路 ification Factor 百i FK Gま CK G百i V-l V-2 V-3 V-4 V-5 V-6 
of Match Total GI Z到J C so SUB Oth 

95J n 52.7 42.0 19.0 10.0 11.9 135.6 2.8 2.8 3.2 0.2 2.7 0.2 
% 38.8 31.0 14.0 7.4 8.8 100.0 2.1 2.1 2.4 0.1 2.0 0.1 

Time Required mln:sec き:4711:18 6:36 4:24 5:34 37:39 1:34 2:06 0:55 0:06 0:51 0:02 
% 26.0 30.0 17.5 11.7 14.8 100.0 4.1 5.6 2.4 0.3 2.3 0.1 

Time per Action sec 11.1 16.1 20.8 26.4 28.1 16. 7 33.4 45.0 17.2 30.5 19.0 11.5 

96J n 51.1 40.8 18.8 11.5 10.1 132.3 2.6 2.3 2.1 0.3 2.6 0.2 
% 37S:3.5538.S814:.27 8.77.7lag-5 2.0 1.7 1.6 0.2 2.0 0.2 

Time Required mln:sec 1313 :41 15:874:4635:2S 1:30 1:40 0:37 0:07 0:50 0:02 
% 21.4 33.0 17.8 14.4 13.4 100.0 4.2 4.7 1.7 0.3 2.4 0.1 

Time per Action sec 8.9 17.2 20.1 26.6 28.3 16.1 34.7 43.3 17.4 23.7 19.3 11.0 
』ーーーー
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Fig. 3 Percentage of Occurred Number of each Factor of Out-of-Play 

多いのは TH(95 J: 52.7屈の 38.8%，96 J: 51.1国の 38.6%)であり，次いで FK(95 J: 

42.0回の 31.0%，96 J: 40.8図の 30.8%人さらに GK(95 J: 19.0 @]の 14.0九， 96J: 

18.8回の 14.2%)の顕であったo CK および OTH は 10.0~11.9 @]の 7ι~8.89らであったc

これら 5要因の出現回数は 95Jおよび、96Jともに同じ傾向であったc

95Jおよび 96Jの各大会内での要因別需の有意差では，両大会ともに CKとOTHとの間

にはいずれも有意差がみられなかったが，地の要因別問にはいずれも有意差 (pく0.001)が

みられたc

要因V.OTH のなかの V-1~V-6 の区分では 95J は Cの3.2国の 2.4%が多く， 96J 

では GIおよび SUBの2.6回の 2.0%が多かったG しかし，これら要因V.OTHのなかの 6

区分の各要国は両大会ともに 0.1~3.2 屈の 0.1 ~2.4%と出現回数が少なく顕著に有意 (p

く0.001) に小であった。

1試合当りの要因別所要時間では，最も長いのは FK(95 J: 11分 18秒の 30.0%，96 J: 

11分 41秒の 33.0%)で¥あり，次いで TH(95 J: 9分 47秒の 26.0%，96 J: 7分 35秒の

21.4%) ，さらに GK(95 J: 6分 36秒の 17.5%，96 J: 6分 17秒の 17.8%) の顕であっ

た。 C豆および OTH は 4 分 24 秒~5 分 34 秒の 11.7~14.8% であった。これら 5 要因の 1

試合当りの所要時間の頗位は両大会ともにほぼ同じ傾向であった。

要匿加の 1毘当りの所要時間について表 2および図 4よりみると，最も長いのは OTH(95 

sec 
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Fig.4 Time per Action of each Factor of Out-of-Play 
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J: 28.1秒， 96J: 28.3秒)であり，次いで、

C豆 (95J: 26.4秒， 96 J: 26.6秒入さらに

G豆 (95J: 20.8秒， 96J: 20.1秒)， FK (95 

J: 16.1秒， 96J: 17.2秒)の顕であり，最も

短いのは Tヨ (95J: 11.1秒>96J: 8.9秒，

P<O.OOl) であった。これら 5要因の}II霊位は

南大会ともに間じ傾向であった。なお， THで

は 96Jは 95Jに対して約 2秒短く顕著に有

意差がみられ特徴的であった。
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Fig. 5 Occurred Percentage of Division of 
Time at Out-of-Play 

要因 V.OTH のなかのV-1~V-6 の区分では， INJの約 44秒、が最も長く，次いで GI

の約 34秒であった。最も短いのは Othの約 11秒であり，再大会とも同じ傾向であった。な

お， SOでは 96Jの 23.7秒は 95Jの30.5秒に対してやや有意 (Pく0.1) に小であった。

95Jおよび96Jの各大会内での要国別間の者意差では，南大会ともに CKとOT耳との需

にはいずれも有意差がみられなかったが，逆に{也の要因間にはいずれも有意差 (P<O.OOl)

がみられたっ

3 アウトオブプレーの時間亙分別生起率

アウトオブプレーの 1冨当りの所要時間の時開区分別出現田数の辻率を図5よりみると， 95 

J では最も多いのは 10~20 秒の 40.8% であり，次いで 10 秒未溝の 26.8% であった c 一

方， 96Jは様相が異なち，最も多いのは 10秒未満の 35.4%であち，次いで 10---20秒の

32.29らであった。なお， 20~30 秒は 21.8 秒であり，最も少ない 30 秒以上は 10.6切でこれ

らは南大会ともに類同していた。

各時間区分毎に両大会関の有意差をみると， 10秒未満では 96Jが 95Jに対して顕著に有

意 (pく 0.001) に大であり，逆に 10~20 秒では顕著に有意 (pく 0.001) に小であった。

これを少しく詳細に要因別でみると， THでは 10秒未満において 96Jの 65.4%は 95Jの

42.79色に対して顕著に有意 (pく 0.001) に大であ号，逆に 10~20 秒 (95 J: 48.8% >96 J: 

32.3%， Pく 0.001) および 20~30 秒 (95 J: 8.2% >96 J: 1.8%， P<O.OOl) では 96J辻

95Jに対して顕著に有意に小であり特徴的であった己なお， 1"也の要因ではいずれの時間区分

にも両大会開に有意差はみられなかったc

IV 考察

ロスタイムを除いたインプレーとアウトオブプレ一時間の比率では， 1986年 W 杯 (86

WC)， 90年 W 杯 (90WC)および94年 W 杯 (94WC)47) などの 57~70% 対 30~43% ，

さらに 1994年アジア大会男子 (94AGM)41Jの 65%対 35%などの報告がある。これらから

も今毘の 95Jの 58.2%対 41.8%および96Jの60.6%対 39.4%の両大会は，インプレ一時
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開の比率では 94WCの 70%に対して顕著に有意 (pく0.001) に少なく，さらに 94AG斑に

対しても有意 (pく0.05) に少なく特撮的と言えよう。

インプレーの 1目当りの持続時開では， 95 Jの 24.6秒および 96Jの 25.9秒の両者は 94

WCの38.6秒および94AG却の 31.1秒などに対して顕著に有意 (pく0.001) に少なく注目

されよう。一方，アウトオブプレーの 1回当りの所要時開では， 95Jの 16.7秒および 96J

の 16.1秒の両者は 94WCの 16.0秒および、 94AGMの 15.7秒などと類同していた。

インプレーの 1国当りの持続時間の時間区分民生起率では， 30秒以下が最も多く， 95Jお

よび 96Jは 70.2~7 1.0% と 2/3 強であった。これ辻 94WC の 53.7九および 94AGM の

58.5号ちなどに対して顕著に有意 (pく0.001) に多く特徴的であろう。逆に 60秒以上で辻 95

Jおよび 96Jは 10%以下であり， 94WCの 20.7%および 94AGMの 13.3%などに対して

明らかに有意 (pく0.01) に少なかった(罰 6)。以上のことから，今屈の日本の J1)ーグ辻

世界および、アジアに対してインプレ一時時および、インプレーの 1由当りの持続時間が短いと

考えられよう。このことは，試合中の中断酉数つまりアウトオブプレーの出現回数 (95J'96 

J:約 134回/1試合)が 94WCの 102国および、 94AGMの 120回よりも多い (pく0.05)

ことによるものと考えてもよいであろう。

アウトオブプレーの要因別出現回数では，比率の多い}II~に今回の 95J および 96J は 1位

THの 39%，2位 FKの 31%，3位 GKの 14%であったc この)11真位は従来の日本国内試合

および94AG斑などと同じであち， 86~94 WC などの国禁試合の 1 位 FK の 36~45% ， 2 

位 TH の 23~33% ， 3 位 GK の 13~18% の傾向とは異なり特徴的であると言えよう。 TH

は95Jおよび96Jともに 1試合当り 39% (52田〉出現し， 94WCの 33.1% (34回)に対

して有意 (P<0.05) に多かったが， 94AGMの 39.3弘 (47国)と辻有意差がみられなかっ

た。 FKでは， 95Jおよび 96Jの 31% (41回)は 94WCの 36.3% (37回)に対して有意

(pく0.05) に少なく，逆に 94AGMの 22.2% (26回)に対して顕著に有意 (pく0.001) ，こ

多く特教的であろう。なお，要因 V.OTH のなかのV-l~V-6 の区分の各々の出現匝数は

0.1 ~2.4% (0.1 ~3.2 囲〉であり，従来の報告41)47) とほ忠一致していた。

1試合当りの要因別所要時間では，月号要時間の長い}II買に今回の 95Jおよび 96Jは 1位 FK

。""'30sec 30""'60 60""' 

949A4WGM C1 i 

n: 454 58.51 

1256i当l2071

128.2 ※ 13.3 Il ※ 

95J 
n : 12791 120.7~83i 

96J 
n : 1264 70.2 

o 50 100% 

※P<0.05 ※※P<O.Ol ※※※P<O.OOl 

Fig. 6 Percentage of Division of Time per Action of In-Play 
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の 11分 30秒， 2位 T耳 の 8分 41秒， 31:立 GKの 6分 40秒で毒り，これは従来の報告の国

捺試合 94WCの 1位 FK，2位 GK，31:立 THの額向と異なり THの}II夏{立が上り， GKの}II貫生

が下がっていた。しかし， 94AGMの 1位 TH，21:立 FK，3位 GKと司じ{頃向であり注目され

よう。

要因別 1冨当りの所要時間の}II夏{立では，今回の 95Jおよび 96Jの頼{立は両大会ともに類

同し，所要時間の長い頼に 11:立 OTHの 28秒， 2位 CKの 26秒， 3位 GKの 20秒、， 41:立 FK

の 17秒， 5位 THの 10秒であったc これらの順位は 94WCおよび 94AGMなどの 1位

CK，21:立 OTHと上位 2つの頼位が異なったが， 3位以下の頗位は類同した。なお，この 1@]

当りの所要時間の)11票位は，先述の要因別出現回数の比率の願位とはおおよそ逆の傾向を示し

たO これは従来の報告33，37，38，41，47)と一致していた。

要盟別 1回当りの所要時間では， 95Jの T丑の 11.1秒は 94WCの 9.9秒および94AGM 

の10.0秒などに対して有意 (pく0.05) に大であった。逆にマルチボール方式を採用した96

Jの THの 8.9秒は 94WC， 94A GMおよび 95Jなどに対して有意 (P<0.05) に小であ

り，所要時間の短縮がみられ特徴的と言えよう。 F豆では，今田の 96Jの 17.2秒および 95J 

の 16.1 秒などは 94WC の 15.7 秒および94AGM の 15.6 秒などよりも 0.4~1.6 秒とわずか

に大であったが有意差はみられなかった。この FKを少しく詳掘にみると いわゆるゴール

前で得点をねらう特にシュート場面では， 95J (FK全 420居中 80固， 19.0%)および 96J

(FK全 408田中 81回， 19.9%) はともに約 20%の出現であり， 1回当りの所要時揮は 95J 

(29.4:::1:::13.2秒〉および96J (31.6:::1::: 14.0秒〉のともに約 30秒であった。これらは従来の報

告41)47)とも一致していた。このことから， 95Jおよび 96Jの FKの 1[ill当りの所要時開の

やや長いことは，シュート場面以外での 1@]当りの所要時間がわずかに大であることが考え

られよう。なお， GK， CKおよび OTHで辻世界47)およびアジア41)と迂ぽ同じであると言え

よう。

表 3より，今@]96年 Jリーグで新たに採用されたマルチボール方式の影響では，ボールが

ピッチ外に出たアウトオブプレーの回数の比率辻 96Jの63.5% (84.0囲)であり，前年の 95

Jの 62.3% (84.5回〉と類同し， 94AGMの 71.5%(85.5詔)とも況ぼ再じであったが， 94 

Table 3 Occurred Number， Required Time ofOut-of-Play and its Percentage per斑atch

Socc町 -ba11 Soccer-ball Other 
goes out Pitch is in Pitch 

百1GK CK GI FK 
SIRmJ GC th SO 

Total 

95 J 
{覧n} 

84.5 42.0 9.1 135.6 

到9m∞る11rering SS J (62.3) (31. 0) ( 6. 7) (100.0) 

{完n} 84.6 5 40.8 1.5 132.3 
(63.5) (30.8) ( 5. 7) (100.0) 

95 J mln:s{完ec} 
22:82429 1 ) ) 11:04018 ) 1 ) 

4-OB B 
37:30209 ) 6 ) TR伺imueire4 gS J (59. (30. (10.6 (100. 

mln:s{完ec} 20: 11: 3:1 35. 
(57. (33. ( 9.2 
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WCの57.9% (59.0毘)よりも多かったc さらに， 1試合当りの所要時関ではピッチ外は 96

Jの約 20分 (57.8九)は前年の 95Jの約 22分 (59.4%)および 94AGMの約 22分 (70.6

%)よりも 2分の減少であった。なお，これら 3者は 94WCの 15分47秒 (58.1九)よちも

長かった。これらから，今回の 95Jおよび96Jはボールがピッチ外iこ出たアウトオブプレー

の毘数および時間の比率は，アウトオブプレー全体の約 2/3弱を占めておち，さらに 96Jの

アウトオブプレ一時間はマルチボール方式採用の影響によりわずかでiまあるが減少質向が見受

けられよう c

アウトオブプレーの 1回当りの所要時間の時間区分裂生起率では，今自の 96Jは 1位 10

秒未満， 2 位 10~20 秒の区分であった。これは 94WC および 94AGM などの様相と同じで

あり， 86WC， 90WC および 95J などの 1 位 10~20 秒， 2位 10秒未満の様相とは異なり特

鍛的であろう。要因別では，最も多い 10秒未満の区分の THをみると， 96Jの 65.4誌はア

ウトオブプレーの処理が比較的素早く行われた 94WCの 63.0%とほぼ類同し， 95Jの 42.7

% (P<O.OOl) および 94AG抵の 54.8% (pく0.05) などに対して有意に多かった。以上の

ことから， 96Jはアウトオププレーの時間亙分では 10秒未満が多く， しかも THの 10秒未

満が多く，このことも先述同様にマルチボール方式の影響とも考えられ注目されよう。

V 要約およびまとめ

1995，96年のプロサッカ -Jリーグの 20試合を収録した VTRから，サッカ一試合中のイ

ンプレーとアウトオブプレ一時間の辻率およびアウトオブプレーの要菌加出現回数・所要時間

とその比率などを検討した。結果辻以下の通切である c

@ ロスタイムを除いた試合時間 90分におけるインプレーとアウトオブプレーの 1試合当

り平均時開〈比率)では， 95年 J1)ーグは 52分 21秒 (58.29ら)対 37分 39秒 (41.8

%)であり， 96年 Jリーグは 54分 34秒 (60.6%)対 35分 26秒 (39.4%)である。

@ インプレーの 1試合当りの出現屈数および 1圏当りの持続時間で辻， 95 Jは約 128

@]， 24.6秒であり， 96Jは約 126回， 25.9秒である。

③ アウトオブプレーの I試合当りの出現国数および 1回当りの所要時揮では， 95Jは釣

136自， 16.7秒であり， 96Jは約 132屈， 16.1秒である。

④ アウトオププレーの 1試合当りの要因加出現毘数の比率では， 95 J . 96 Jともに同じ

JII霊位であり，比率の高いものから)11貢に TH399ら(52田)， F豆31弘司1@])， GK14% (19 

昌)さらに CK， OTH などの各々 89ら (10~12 回)である c

⑤ アウトオブプレーの 1試合当りの要因別所要時間では， 95J・96Jは最も長いのは FK

の11分30秒，次いで THの8分41秒，さらに G豆の6分40秒であり， CKおよび OT五

は 4 分 24 秒~5 分 34 秒である。

奇 アウトオププレーの要因剖 1回当りの所要時罰では， 95J・96Jともに同じ順位であ

り，所要時跨の長いものから}II買に OTH28秒， CK26秒， GK20秒， F哀 17秒，さらに
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TH9~11 秒で出現回数の比率とは逆の様相である。

⑦ アウトオブプレーの時間区分加の生起率では，最も多いの辻 96Jは 10秒未請の 35%

であり， 95J は 10~20 秒の 41% である。

③ アウトオププレーの 1試合当りの要盟関出現屈数の比率および 1呂当りの所要時閣で

lま， THは95J . 96Jともに出現回数の比率は 39% (51 ~53 国)と同じであるが， 1 @] 

当りの所要時間では 96Jの短縮 (95J: 11.1秒>96J: 8.9秒， Pく0.001) がみられ，

マルチボール方式の影響が示唆される。

本研究の一部は平成 9年帝塚山学菌特部研究費議場金により行われた。
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